
第６学年＊組 国語科学習指導案 

指導者  宮内 ゆか 

R５研修センター長期研修 

１ 単元名   筆者の伝え方のひみつを見つけて、日本文化を紹介するリーフレットを作ろう 

 

２ 単元の目標 

（１）比喩や反復などの表現の工夫に気付くことができる。       〔知識及び技能〕（１）ク 

（２）引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫す

ることができる。                〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ（１）エ 

（３）目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けたり、論の進め方につ

いて考えたりすることができる。 

〔思考力、判断力、表現力等〕Ｃ（１）ウ 

（４） 言葉がもつよさを認識するとともに、進んで読書をし、国語の大切さを自覚して、思いや考えを

伝え合おうとする。                     「学びに向かう力、人間性等」 

 

３ 本単元における言語活動 

 「『鳥獣戯画』を読む」を読んだ筆者の表現や構成の工夫を生かして、ALT に日本文化の魅力を伝

えるリーフレットを作成する。     （関連：〔思考力、判断力、表現力等〕Ｂ(１)エ、Ｃ(１)ウ） 

 

４ 単元（題材）の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

①比喩や反復などの表現の工

夫に気付いている。（(１)ク） 

 

①「書くこと」において、引用 

したり、図表やグラフなどを

用いたりして、自分の考えが

伝わるように書き表し方を

工夫している。 （B(1)エ） 

② 「読むこと」において、目的

に応じて、文章と図表などを

結び付けるなどして必要な

情報を見付けたり、論の進め

方について考えたりしてい

る。      （C(1)ウ） 

①粘り強く必要な情報を見つ

けたり、論の進め方につい

て考えたりしながら読み、

今までの学習を生かしてリ

－フレットを書こうとして

いる。 

 

５ 単元について 

（１）教材観   

本単元は「『鳥獣戯画』を読む」､｢調べた情報の用い方｣､｢日本文化を発信しよう」の３つの教材

で構成された複合単元である｡｢『鳥獣戯画』を読む」で筆者の表現の工夫を捉えて読み、そこで学

んだ表現の工夫や論の進め方を活用しながら、複数の本やインターネットで調べたことをもとに自

分の伝えたいことを書くことをねらいとしている｡｢『鳥獣戯画』を読む」は「鳥獣人物戯画絵巻」

甲巻という日本文化を紹介する文章であり、筆者である高畑勲の「鳥獣戯画」へのものの見方や考

え方がよく伝わる教材である。読み手の興味を引く豊かな表現や図の提示の仕方、論の進め方など

の工夫を用いて書かれており、児童が自分の表現に生かすための工夫を読み取るのに適した教材で

あると言える。本単元では、筆者の伝え方の工夫を生かして、日本文化の魅力を伝えるリーフレッ

トを作成するという言語活動を設定した。これらの活動を通して、目的に応じて、文章と図表な

どを結び付けるなどして必要な情報を見付けたり、論の進め方について考えたりして読み、自

分の考えが伝わるように書く力を育てることができると考える。 

（２）児童観 

   本学級の児童に対し、目的に応じて必要な情報を見付けたり、論の進め方について考えたりして

読み、自分の考えが伝わるように書く力に関する実態調査（令和５年＊月＊日実施、第６学年＊組



＊人）を行った。必要な情報を見付けて読む問題（３問）の正解が１問以下の児童は＊人で、論の

進め方を考えて読む問題（３問）の正解が１問以下の児童は、＊人であった。また、自分の考えが

伝わるように書く問題では、図を適切に用いていない児童は＊人、引用を適切に用いていない児童

は＊人であった。この結果から、本学級の児童は、文章と図表の結び付きや論の進め方を考えて読

むことや、引用や図等を用いて自分の考えを書くことが不十分であると分かった。これは、文章と

図表とを結び付けて必要な情報を見付けたり、論の進め方について考えたりして読むための手立て

や、引用したり、図表などを用いたりして書くための手立てが不足していたことが原因であると考

える。 

（３）指導観 

本単元では、小学校第６学年「日本文化を発信しよう」の学習において、教材「『鳥獣戯画』

を読む」で学んだ表現の工夫を生かしてＡＬＴの先生に日本文化を紹介するリーフレットを作成

するという言語活動を設定する。まず、書くために書き方と読み方を学ぶという意識をもたせる

ため、導入でリーフレットを作成し、児童の困り感から単元の学習課題を設定していく。次に、

「書くこと」の学習として、調べた情報の引用や、図や写真の活用の仕方を学び、「書き方お助

けシート」を使ってリーフレットを修正する。「読むこと」の学習では、まず、教材の面白さを

味わい、筆者の工夫を自分の表現に生かすことができるか話し合う。次に、ＩＣＴを活用し、図

と段落カードを並べ替えたり、事実と意見を結び付けたりという児童の気付きを促す活動を通し

て、表現の工夫を読み取り、「伝え方のひみつブック」にまとめる。それを自分の表現にどう生

かすか見直したり、友達と交流したりして、日本文化の魅力がより伝わるリーフレットを作成す

る。このように、「読むこと」と「書くこと」の関連を生かした単元構成の工夫をすることで、

目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見付けたり、論の進め方につ

いて考えたりして読み、自分の考えが伝わるように書く力を育てていきたい。 
 
 

６ 単元（題材）の指導計画（12 時間扱い） ○は指導に生かす評価場面、◎は記録に残す評価場面 

次 時 学習内容・活動 知 思 態 評価方法・留意点等 

１ １ 

・ 

２ 

課題 日本文化の魅力が伝わるリーフ

レットにするためにはどうしたら

よいだろう。 

・外国語の授業を受け、ALTの先生方に日本

文化を伝えるリーフレット作りの続きを

行う。 

・リーフレットを作ってきて疑問に思った

ことや知りたいことなどを話し合う。 

・話合いから出た児童の疑問や困り感など

を基に単元の学習課題を設定する。 

・児童のリーフレット作成の疑問点や知り

たいこと、困り感を整理し、リーフレット

完成までに必要な学習課題と順番を考え、

計画を立てる。 

まとめ 読み手にとって興味をもちや

すく、読みやすい表現や構成にす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

・外国語の授業を受け、ALTの先生

に日本文化を紹介するリーフレ

ット作りの続きを行うことを伝

える。 

・グループで話し合ったことをク

ラスで共有し、より魅力が伝わ

るのはどんなリーフレットかを

話し合うことで、学習課題を設

定していくことができるように

する。 

・疑問点や知りたいこと、困り感

から計画を立てることで書くた

めに知りたい情報を学ぶという

目的意識をもてるようにする。 

態①：見通しをもって学習課題を

設定しようとしているか見

取り、つまずいている児童

には、読み手の興味を引く

工夫や、書き手の考えを伝

える工夫にはこれまでどん

なものがあったか想起さ

せ、よりよいリーフレット

とはどんなものか考えるよ

う促す。    【ノート】 

２ ３ 課題 調べた情報を正しく用いるため

にはどうしたらよいだろう。 

  

 

 

 ・「」を外して情報の全てを引用し

たリーフレットと調べた情報と

の比較を通して、調べた情報を



・情報の全てを引用したリーフレットと、調

べ情報を読み比べて気付いたことを話し

合う。 

・引用には「」を用いることを振り返り、

調べたことを自分の言葉でまとめ直すこ

ととの違いについて知る。 

まとめ 引用をするときは「」をつけて

そのまま書き、必要な分だけにす

る。調べたことは、自分で要約し

て使う。 

・リーフレットを見直し、正しく引用する

ことができるよう修正する。 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

そのまま写してしまっているこ

とを気付くことができるように

する。 

・調べた情報を引用する時には「」

を使い、まとめて記述したいと

きには、要約することを伝える。 

思①：自分のリーフレットを見直

し、調べた情報を正しく引

用して修正することができ

るか見取り、つまずきが見

られる児童には、「書き方お

助けシート」を使って確認

しながら見直すよう促す。                        

【観察、リーフレット】 

 ４ 

検

証

授

業

① 

目標：「書くこと」において、引用したり、

図表やグラフなどを用いたりして、

自分の考えが伝わるように書き表し

方を工夫することができる。 

１ 学習課題を確認する。 

課題 図や写真を使って分かりやすく伝

えるためにはどうしたらよいのだろ

う。 

２ 文章と結び付く図が示されたカードと、

選んだ文化に関する図が示されたカー

ドを読み比べ、違いについて考える。 

３ ２枚のカードを比べ、図を効果的に用い

るにはどうしたらよいか話し合う。 

４ 自分のリーフレットを見直し、説明に合

った図や写真を選択したり、図や写真を

説明したりしながら修正する。 

５ ペアで交流し、どこを直したのか説明し

合い、アドバイスし合う。 

まとめ 文章の理解を助けるために、文

章に合った図や写真を選択して、

説明する。 

６ 学習を振り返る。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 ・学習計画をもとにこれまでの学

習を振り返り、自分の表現に生

かすために本文を読むことを確

認する。 

・ロイロノートを使って、文章と結

び付く図が示されたカードと、

選んだ文化に関する図が示され

たカードを提示することで、伝

えたいことにあった図や写真を

選び、自分の考えに説得力をも

たせる必要があることに気付く

ことができるようにする。 

・実態調査で使った自分のカード

を振り返ることで、図を効果的

に用いるにはどうすればよかっ

たか気付くことができるように

する。 

思①：引用したり、図や写真を用い

たりしながらリーフレット

を修正している。    

【観察、リーフレット、振り返り】 

・「書き方お助けシート」を使いな

がら見直しや修正をすることが

できるようにする。 

・どこをどのように工夫したのか

説明し合うことで、推敲する観

点を明確にする。 

３ ５ 課題 「『鳥獣戯画』を読む」のおもしろ

さはどのようなところだろう。 

・教材「『鳥獣戯画』を読む」を読んでおも

しろいと思ったことをノートに書く。 

・教材のおもしろさについて、どうしてそう

感じるのか理由を話し合う。 

・教材のおもしろさからどのようにリーフ

レット作りに生かしていけばいいのか疑

問を出し合い、計画を立てる。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・鳥獣人物戯画のレプリカを見せ、

平安時代に成立した絵巻物であ

ること、この絵巻物を説明した

文章があることを紹介する。 

・おもしろさの理由を考え、話し合

うことで、自分の表現に生かす

ことができるかを考える手掛か

りになるようにする。 

・計画を立て、リーフレット作りに

生かすために読むという目的意

識をもてるようにする。 



まとめ 「『鳥獣戯画』を読む」のおもし

ろさは、読み手の興味を引く表現

や図の示し方の工夫である。 

 

○ 態①：範読を聞いたり、自分で繰り

返し読み返したりしながら、

おもしろさを見付けて書こ

うとすることが不十分であ

る児童を見取り、自分のリー

フレットとの違いを比較し

ながら読むよう助言する。                  

【観察、ノート、振り返り】 

 ６ 課題 筆者の考えを読み手に伝わりや

すくするための図の示し方のひみ

つはどのようなことだろう。 

まとめ 筆者は読み手に伝わりやすくす

るために、図を二枚に分けたり、

並べ方を考えたりして工夫してい

る。 

・ロイロノートを使い、図と合う段落カード

を見付け、並べ替える。 

・「『鳥獣戯画』を読む」には何匹の蛙と兎が

出てくるのか話し合う。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

・図と合う段落カードを並べ替え

ることで、図が文章と結び付けら

れており、効果的に用いられてい

ることに気付くことができるよ

うにする。 

・何匹の蛙と兎が出てくるかを話

し合うことで、一つの絵巻物を

分けて説明することのよさに気

付くことができるようにする。 

思②：図と文章とを結び付ける工

夫を読み取ることができて

いるかを見取り、つまずいて

いる児童には話合いで出て

きたキーワードを提示する

ことで、まとめとして整理で

きるようする。 

【伝え方のひみつブック、ノート】 

 ７ 課題 筆者の考えを読み手に伝わりや

すくするための表現のひみつはど

のようなことだろう。 

・本文を一般的な文章に書き換えたものを

読み、筆者の表現の工夫を考える。 

まとめ 筆者は考えを読み手に伝わり

やすくするために、語りかけるよ

うに表現している。また、実況中

継のように表現したり、体言止め

を使ったりすることでリズムを

よくしている。 

・表現の工夫をすることでどのような効果

があるのか話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

  ・本文を一般的な文章に書き換え

たものを比較して読むことで、

表現の工夫について気付くこと

ができるようにする。 

・表現の工夫によって、どのような

効果があるのかを話し合うこと

で書き手の立場としての読み方

ができるようにする。 

知①：語りかけや実況中継のよう

な言い表し方や体言止めな

ど表現の工夫に気付くこと

ができるかを見取り、つま

ずいている児童には話合い

で出てきたキーワードを提

示することで、まとめとし

て整理できるようにする。                 

【伝え方のひみつブック、ノート】 

 ８ 
課題 説得力をもたせるために筆者が

文の書き方でしているひみつはど

のようなことだろう。 

・ロイロノートを使い、意見カードに対して結

び付く事実カードはどれか並べ替える。 

・意見のカードと事実カードが結び付く理

由や、２種類のカードが分かれている観点

について話し合う。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 ・カードの文章が意見か事実か示

さずに活動に取り組ませること

で、後半の活動でどのような観

点で分けているのか話し合うこ

とができるようにする。 

・文をよく読み、２枚のカードが結

び付く理由について、根拠をも

とに話し合うよう助言する。 

思②：筆者が自分の考えを伝える

ために事実と意見を区別し

て書いていることを読み取



 

まとめ 筆者は説得力を持たせるため

に、事実と意見を区別して書いて

いる。事実は意見を支えている。 

 

ることができているか見取

り、不十分である児童には教

材の文章を意見と事実とで

色分けしたヒントカードを

提示して支援する。                  

【伝え方のひみつブック、ノート】 

 ９ 課題 筆者の考えを読み手に伝わりや

すくするための文章構成のひみつ

はどのようなことだろう。 

・ロイロノートを使い、筆者が最も伝えたい

段落を見付ける。 

・筆者の伝えたいことが書かれている段落

が２つあることから、教材の文章の構造は

どうなっているか考え、話し合う。 

・「伝え方のひみつブック」をもとにリーフ

レットを見直し、修正する。 

まとめ 筆者の考えを読み手に伝わり

やすくするために大事なことを

２段階で伝えるなど、伝えること

の順序を考えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 ・筆者が最も伝えたい段落を見付

け、同じ内容の段落が他にもな

いか探してみるよう助言する。 

・筆者が伝えたい段落が２つ必要

か考えることで、文章の構成に

ついて考えることができるよう

にする。 

・文章の構成は、伝える魅力によっ

て変わるので、自分の選んだ魅

力に合った文章の構成を考える

よう助言する。 

思②：「読むこと」において、目的

に応じて、文章と図表など

を結び付けるなどして必要

な情報を見付けたり、論の

進め方について考えたりし

ている。       

 【観察、リーフレット、伝え方の 

ひみつブック】 

４ 

 

10 

・ 

11 

検

証

授

業

② 

 

 

 

 

 

 

課題 読みを生かして、日本文化の魅力

が伝わるリーフレットを完成させ

るにはどうしたらよいのだろう。 

目標：教材の読みを生かし、引用したり、図

表やグラフなどを用いたりして、自

分の考えが伝わるように書き表し方

を工夫することができる。 

１ 学習課題を確認する。 

２ 「伝え方のひみつブック」を参考にしな

がら同じ日本文化を選択した友達とグ

ループになり、リーフレットを読み合っ

てアドバイスし合う。 

３ 友達にもらったアドバイスカードをも

とに修正し、リーフレットを仕上げる。 

４ 学習を振り返る。 

まとめ 日本文化の魅力が伝わるリー

フレットを完成させるには、読み

手が読みやすい表現や構成の工

夫をして、自分の考えが伝わるよ

うに書く。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

・これまでの学習を生かしてリー

フレットを作成することができ

たかを推敲し、アドバイスし合

う時間であることを確認する。 

・「書き方お助けシート」や「伝え

方のひみつブック」を使いなが

ら、推敲していくよう促す。 

・どこをどのように工夫したのか

説明し合うことで、推敲する観

点を明確にする。 

・気が付いたことは、アドバイスカ

ードに書き込むようにする。 

態①：友達のリーフレットを推敲

し、アドバイスできている

か見取り、つまずいている

児童には、チェックカード

の項目に沿ってリーフレッ

トを読み、その上でアドバ

イスするよう助言する。 

【カード】 

思①：教材の読みを自分の表現に

生かし、引用を用いたり、図

や写真を用いたりしてリー

フレットを作成している。           

【リーフレット】 

・日本文化の魅力がより伝わるリ

ーフレットを完成させるため 



 

      に、どのようなことを意識すれ

ばよかったのか尋ねることで、

キーワードを挙げることができ

るようにする。 

 12 課題 読み手にとって興味を引きやす

く、読みやすい表現や構成はどのよ

うなものがよいだろう。 

・自分とは違う日本文化を選択した友達と

グループになり、魅力を伝えるための工夫

を発表し合いながら、リーフレットを交流

する。 

・友達のリーフレットのよい点を工夫発見

カードに書いて、交換する。 

まとめ 読み手に語りかけるような表

現や、リズムがよい表現、書き手

の考えが伝わるよう、伝えること

の順序が考えられた構成がよい。 

 

振り返り 単元を通して、読み手が読み

やすく、自分の考えが伝わる表

現の工夫することが大切だと

分かった。これから他の文章を

書くときに生かしたい。 
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◎ 

・これまでの学習を生かしてどの

ような工夫をしたのか説明しな

がら交流することで、読み手に

日本文化の魅力がより伝わるリ

ーフレットになっているか考え

ながら読むことができるように

する。 

・表現の工夫をしたことで、どのよ

うな効果があったかを工夫発見

カードに書き込むよう促す。 

・日本文化の魅力がより伝わるリ

ーフレットを完成させるため

に、これまでどのような学習を

してきたのかを児童に確認す

る。 

・総合的な学習の時間の調べ学習

について言及し、本単元で学ん

だことを生かして見直すことが

できないか、助言する。 

知①：語りかけや実況中継のよう

な言い表し方や体言止めな

ど表現の工夫に気付いてい

る。  【カード、振り返り】 

態①：単元全体を振り返り、リーフ

レット作りで学んだことを

今後の学習活動に生かそう

としている。 【振り返り】 


